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 平成最後の年末がやってきます。今年はどんな一年でしたか？空気が乾燥し風邪やインフルエンザ、

感染性胃腸炎が流行しやすい季節です。規則正しい生活リズムを崩さないことが予防につながります。

元気に冬を過ごせるように心がけてください。 

 

 

 

１０月２６日に思春期保健相談士の中谷奈央子さんを講師に迎え、１年生を対象に性教育講演会を実

施しました。感染症やセクシャルマイノリティー、男女の気持ちの違いについて等盛りだくさん話をし

ていただきました。その後の質問でピルに関して知りたいという意見があったのでここで紹介します。 

 

Ｑ． ピルとはどんなものですか？血栓症になると聞いたのですが？？ 

 Ａ． ピル（低容量）は２種類の女性ホルモンが含まれており、その働きで排卵を抑

制します。排卵を抑制することで避妊効果を得られます。そのほかに、月経痛の軽

減、ニキビの治療等を目的として使用することもあります。血栓症が起こるという副作用についての質問もありま

した。 

血栓症のリスクはわずかながら高まることがあります。妊娠中に自然に起こる血栓症のリスクが年間1 万人あ

たり５～20 人、出産後１２週間では４０～６５人に対し、ピル服用者では３～9 人程度なので、高いリスクではない

と言えます。血栓症をおこしやすい原因（タバコ、加齢、高血圧など）がある人は、飲まないほうがいい場合もあ

りますが、そうでない人は必要以上に恐れる必要はないと思います。処方してもらうには受診し、最初に問診や

血圧測定などがあるので、その時に医師に確認してください。 

講演会についての保健通信を川

越高校のホームページにアップし

てあります。その他の質問に答えた

Ｑ＆Ａや他の情報もたくさん掲載

されています。また見てみてくださ

い。 

ピルのメリット ピルのデメリット 

・ほぼ１００％の避妊率 

・月経痛や量、ニキビが軽くなる 

・月経の時期を調整できる 

・やめたいときにやめられる     

・お金がかかる 

・定期検査が必要 

・飲み始めは頭痛や吐き気等の

副作用があることも 

（１～２か月で消えることが多い）  



今年の歯科検診で、１９５人に虫歯があり歯科

医院を受診するように通知をしました。 

１１月末の時点で受診報告書の提出数が６１人

です。３１％の人しか提出をしていません。 

受診し治療は行っているのに用紙が未提出なのか、まだ

一度も受診をしていないのか分かりませんが、もし後者なら速やかに受診することをお勧めします。歯

の疾患は放置していても治癒することがありません。悪化してしまうと治療も時間がかかっ

てしまいます。 

部活や勉強に忙しい毎日だと思いますが、冬休み中に時間をとって、ぜひ自分の体のメ

ンテナンスを行ってください。未提出の人は保健室まで提出をお願いします。 

 

保健室来室状況（11 月） 

  病 気 け が 合 計 

1 年 45 21 66 

2 年 38 13 51 

3 年 8 5 13 

全体 91 39 130 

＊相談は病気に含みます。 

１１月の１日平均来室人数は ６.１人でした。 

 

 

 

 

 

 

授業、部活動、登下校中、等の学校で起こった 

けがで、病院を受診し窓口で１，５００円以上の 

お支払いがあったときは災害共済給付の対象に 

なります。手続きが必要ですので保健室まで 

お知らせください。また、未提出の書類を持って 

いる人は提出をお願いします。疑問、質問あれば 

保健室までお問い合わせください。 

 

 

１２月７日（金）１２月１４日（金） 

１２月２１日(金) 

時間：１３：００～１８：００ 

相談時間は１人１時間以内 

予約は担任または保健室まで 

℡０５９－３６４－５９６５ 

＊予定は変更することがあります 


